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早いもので１学期も残すところ４日となりました。学校では、学習や生活のふり返りと

夏休みに向けての準備を行っています。自分の頑張りと改善点を確認し、次にどう取り組

みをしていけばいいのかをみんなで考えていきたいと思っています。

また、これから『夏休みの生活』について計画を立てていきます。生徒は、今年の夏休

みは普段の夏休みとは違う、そして大事な夏休みであることは十分知っています。しかし、

甘い誘惑についついということが多々あります。保護者の協力を得て、『勝負の夏休み！』

であることを意識させて、充実した生活が送れるよう支援していただければと思います。

１学期の反省から 【３６名回答】

４たいへんよくできた ３どちらかといえばできた ２どちらかといえばできなかった １よくできなかった

評 価
項 目

４ ３ ２ １

１．忘れ物をせず､授業に集中して取り組んでいる｡ ４ ２２ ９ １

２．ノートをきちんと取り、わからないことは進んで質問している｡ ８ ２６ １ １

３．授業では自分の考えや意見をまとめ、積極的に発言したり話し合っている｡ １０ ２１ ４ １

４．その日の復習と次の時間の予習を必ずしている｡ ４ １７ １１ ４

５．継続的、計画的に学習している｡ ９ １７ ９ １

６．進んで読書している｡ １４ １１ ９ ２

７．自分の将来について考え、進路目標の実現に向けて努力している｡ １４ ２０ １ １

８．学級の係や専門委員会の仕事を責任をもって行っている｡ １７ １８ １ ０

９．自分で気づいたことについて、どうすればよいか考えて取り組んでいる｡ ９ ２４ ２ １

10．班活動などで、友達の良いところを見つけ、互いに認め励まし合っている｡ １１ ２１ ３ １

11．相手や周囲のことを考え､思いやりのある言動を心がけている｡ ８ ２８ ０ ０

12．部活動や生徒会活動では学年を超えて温かい人間関係が築かれている｡ １０ ２３ ２ １

13．困りごとや悩みがあれば先生などに相談し、助言を大切にして自分を向上させようとしている｡ ６ ２１ ８ １

14．自分の健康に注意して、規則正しい生活やバランスのとれた食生活をしている｡ １６ １４ ６ ０

15．学習や部活動にめあてをもって努力している｡ １７ １５ ２ ２

16．学校生活や家庭生活を反省し、改善に努めている｡ １２ １９ ５ ０

17．元気な声であいさつや返事をしている｡ １９ １３ ４ ０

18．時と場に応じた言葉づかいを考え、はきはきと話している｡ １６ １８ ２ ０

19．頭髪や服装などきちんとした身だしなみで生活している｡ ２０ １４ ２ ０

20．保健体育の時間や部活動に積極的に取り組み、体力を向上させようとしている｡ １９ １６ １ ０

【考 察】 生活のふり返りから

■学習面においては、比較的積極的に発表することができているようです。また、進路を意識して取り組

もうとするする生徒が増えてきました。身だしなみを意識して生活することができているようですが、爪

の長さや頭髪等をもう一度確認してほしいです。

■改善点としては、予習→授業→復習のサイクル学習がまだまだのようです。勝負は授業です。こつこつ

がんばっていきましょう。また、相手の立場にたって考え、思いやりのある声かけをし、明るい学級・学

校生活を送っていけるようにしたいです。

★授業参観お世話になりました★
７月１１日（金）に行われました第２回授業参観では、お忙しい中、多数出席していただ

きありがとうございました。最近、進路を意識し始めて、少しずつ目つきが変わってきたよ

うに感じています。懇談会では、学習面、生活面、進路面について各担当の先生からお話し

をさせていただきました。特に学習面では、夏休みの学習の取り組み方について、生活面で

は夏休みの過ごし方について、進路面では、進路希望調査、高校一日体験入学の確認などを

させていただきました。

平成２７年度福島県奨学生予約募集について

１．応募資格

（１）平成２７年度に高等学校（特別支援学校の高等部を含む。）又は専修学校の高等課

程（福島県教育委員会で定める専修学校に限る。）に進学を希望し、現在、県内の中

学校３年に在学している生徒であること。

（２）次に掲げる基準を満たしていること。

【学 力】

中学校における１・２年の全履修教科の評定を合計し、これを全履修教科数で割っ

た値（小数点第２位四捨五入）が３．０以上であること。

【所 得】

本人の生計を主として維持する者の１年間の総収入金額から必要経費及び特別控除

額を差し引いた所得金額が、規定する所得する基準額以下であること。

（注意）同種類の修学資金を他から受けていないこと。

※福島県奨学資金には「予約採用」の外、高等学校入学後に申し込む募集区分もあります。

２．貸与月額

区 分 国公立 私 立

自宅通学のとき １８，０００円 ３０，０００円

自宅外通学のとき ２３，０００円 ３５，０００円

３．返還方法

（１）返還期間・方法

卒業の月の６ヶ月後から貸与を受けた奨学資金の総額に応じ２０年以内に、全額を

半年賦（年２回）で返還していただくことになります。

（２）利子及び延滞利息

利子は、無利子ですが、返還すべき日までに返還されない場合には、年１０％の延

滞利息が発生します。


